
（科目コード ： 1100720004MM）
【改訂】第31版（2013-02-22）
【科目】国語演習
【科目分類】 一般科目 【選択・必修の別】 必修 【学期・単位数】前期・1単位
【対象学科・専攻】 機械  4年
【担当教員】 大島　由紀夫,瀬間　亮子

【授業目標】
的確で論理的な文章を作成するための基礎的表現技術を理解し、応用できる。
相互批評や推敲を重ねることによって、文章作成過程で留意すべき要件を理解し、実践できる。

【教育方針・授業概要】
○本科目の総授業時間数は２２.５時間である。
○２０名前後の少人数クラス編成により、次の点に主眼をおいて実践的に学習する。
　　＊語句の選定と組合せの適否　＊文の構造理解　＊文章構成の方法
○相互批評や推敲を重ねることによって、文章作成過程で留意すべきことを理解する。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：論文の教室：戸田山和久：日本放送出版協会：9784140019542
教科書は指定せず、授業担当者の作成したプリントを教材とする。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
授業形式：クラスを二つに分け、主として演習形式により、適宜解説的講義を交えて授業を展開する。
視聴覚機器：使用しない。

【メッセージ】
　〈日本語の使い手としてレベルアップする〉ことを心がけて下さい。

【事前に行う準備学習】
　参考書の第５章～第８章を通読しておいてください。

【成績評価方法】
[前期]敬語小テスト 10％　小論文(1) 40％　小論文(2) 25％　自己調書 25％

【達成目標】
　 達成目標 割合 評価方法

1 的確で論理的な文章を作成するための基礎的表現技術を理解し、応 50 % 敬語表現の理解10％・小論文(1)40％の割合で評価

用できる。 する。

2 相互批評や推敲を重ねることによって、文章作成過程で留意すべき 50 % 小論文(2)25％・自己調書25％の割合で評価する。

要件を理解し、実践できる。

【本校の学習・教育目標】
◎(E-1) 自己の考えを論理的、客観的に口頭及び文章で表現できる

【授業計画】（国語演習）
回数 授業の主題 内容 レポート 宿題

第１回 敬語　　　　　敬語への理解 敬語の機能について理解し、適切な敬語の使い方を習 演習問題

得する。

第２回 敬語　　　　　敬語理解の確認 演習問題や短文作成によって、敬語への理解を確認す

る。

第３回 小論文（１）　作成準備 与えられたテーマについて論題を決定し、構想を練

る。

第４回 小論文（１）　構成表作成 構成表を作成し、下書きを書く。 下書きを完成さ

せる。

第５回 小論文（１）　相互批評 学生同士で、小論文を相互に批評する。

第６回 小論文（１）　相互批評・添削 学生同士で、小論文を相互に批評する。教員より添削

を受ける。

第７回 小論文（１）　自己評価・清書 相互批評および教員の添削をふまえて、さらに自己評 清書を完成させ

価を行う。それらに基づいて清書を作成する。 る。

第８回 小論文（２）　文章読解 問題文の内容・設定された課題を理解し、目標規定文

　　　　　　　作成準備 ・構成表を作成する。

第９回 小論文（２）　小論文作成 目標規定文・構成表にもとづき、下書きを作成する。 下書きを完成さ

　　　　　　　 せる。

　　　　　　　

　　　　　　　

第１０回 小論文（２）　相互批評 学生同士で、小論文を相互に批評する。

第１１回 小論文（２） 学生同士で、小論文を相互に批評する。相互批評およ 清書を完成させ

　　　　　　　相互批評・清書 び教員の添削をふまえて清書を作成する。完成稿につ る。

いて自己評価を行う。

第１２回 自己調書　　　作成の意義 これまでの経験、及びこれからの進路希望を見据え、 下書きを完成さ

自己調書作成の意義を考える。下書きを作成する。 せる。

第１３回 自己調書　　　相互添削 学生同士で、自己調書を相互に添削する。

第１４回 自己調書　　　相互添削・清書 学生同士で自己調書を相互に添削する。相互添削及び 清書を完成させ

教員の添削をふまえて清書を作成する。 る。

第１５回 総括　　　　　授業内容の確認 本授業を振り返り、敬語への理解、小論文・自己調書

作成の成果と残された課題を確認する。


